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木 臼各位がこの邊鄙の所に存在する化墨研究所 を見學に來 られたζとは本研究
所に關係 してゐるも.の一同光榮に思ふ。本研究所は未だ第一朋の工事を経へたの
みであつて所内の各研究室 もその一蔀分が 京邵の大學 の研究室ふら吐處へ移韓
したのみであつて本所矚 する磯 の多鋤 ・伽 源 都輝 の各實飃 に於て行isl
れてゐる次第で折角の御見學に對 して充分の御滿足を與へ得ないことを恐れてゐ
るC但 し吾等の研究室を成る可 く廣 く紹介 したNとNkか ら私共 の考へて居る點






の許で小松助轂撓 松宮講師その研究に當 りやがてその合成に成効 して此を大學
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究:bizに 從事してゐる入員約70名,書記事務員5名,小 使,職 工,給仕10
名であつて共等の俸給手當額93,000圓,人目の多數なるに係ら歩人件費のかくも
少ないのは大學と袰任で無給なるもの,又全く無給なる研究者が多いからである。
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獨立の講座 として扱はれ叉獨立の研裂所 もあO獨佛米等には定期の刊行物 もあろ
が我が國では米だ共の趺態に到逑 して居らないのは痩念に思ふ。
一體摩1翼(コロイ})とは如何なるものを…責ふか。1ε61年英;國の化學者G單ham
.が蚕白質,ゼ ラチンや塞天.の如 きも.のは水溶液の欺態に して も動物性膜や硫酸紙













($) (堀措 信 古》 化 學 醇 究 所 の 紹 介








サ みペンジむシ.した懸濁軆が串來る。共の.粒子の小なるものは顧微鏡的の ものである。然 し此の
顯微鏡ρ大 さの ものから分子の大さの ものまでの間には非常の差異があつて其の
途中の各毬の分散の大 さの ものが存在 してよい理由である。A■0.1μ以上の大 さ
の分散のも.のを懸濁體(分 散相が固髄のもの)又は乳濁盟(分散相が液體Dも の)
と稱 し其れ以上の分散度 を有 して然か も分子の程度に迄は分散されて居 らない も
のを脛質溶液と云ふ。帥ち
懸 濁 膿 分子分散盟
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光つて居るから吾人は其の光 りで星の存在を知るのである。膠質粒子 も同様 に此





屬の酸化物,硫 化物,又 は鹽類 をも膠質溶液として得られる。水を分散媒とした
もの をハイsajル と云ひ有機溶媒を分散媒としたものをオルガノゾルと云ふ。






f#て膠質溶液が上述 わ如 くある程度の分散度を有 してゐるもので共れが充分で
安定でなNfLした庵である範圍の安定度を有すると云ふ理由は何か」此は其等の







前に述べた二つの相反するカがZF衡の趺態 を得て膠質の安定な るを得る 膠質の
粒子が如何に,して電荷を持つヵ・と云ふ皐はiiの物賀の種類又歌態にょって_檬に.
一 儺 報)一
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水膠貿 と云 ひ金屬の膠質の如 き一般無機膠質を疎水膠質と云ふ。(無機膠質の中で
も珪酸 ゾルの如き親水膠質 もある)
膠質の性歌此の如き時物質の表面の問題が極めて重嬰の事となる。今假 りに一・











業ア踊 ≒アの合成 硬化油,メタ・一ルの合放,・石炭の液化鰯 皆接賜觸噺 翔
一(難 穣)'一
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(堀構 信吉)化 県 研 究 所 の 紹 介 (11) }
1。よるものである力紺 ゆ 接瀰 媒の作月亅瞞 職 面の吸着㈱ 掫 應の麟 の
第一階梯である事の鮴 から臘 化劇・轍 の關係があ緬 白い問題である・
職 畷 化舉峨 て)LOS大勲 のべた。此の研究所り堀場研究郵 で顧 イヒ學
に臨系ある如何なる研究をしたか又なしつiあるかに就て述べやふ。
i・接觸觸媒作用の機構
接翻 勲 麺 に蜥 の鰭 作用から接觸騾 飃 の機戦 論す.る爲め遐元
;綴饗二よ更;歪嬾 嬲讐賃綴灘黶離籬彗1
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め1ξは是非學術的の研究 を盛大に して始めて其の目的 を逹 しraるものである事を
切言 したいも御清題 を感謝 しますG
一(雑 報)一
